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日 時 令和４年８月２０日（土）１３時３０分 ～ １４時３０分 

会 場 地域住民サポートセンターともに 体育館 

出 席 者 数 ４名（うち報道関係者１名） 

市 出 席 者 吉田教育部長、下野教育総務課長、相木主査、田中主任、中島主事 

企画財政部長 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

吉田教育部長から挨拶。 

 

３ 教育委員会からの説明 

資料に沿って、教育総務課長から説明。 

 

４ 質疑応答・意見交換 

【参加者】 ○今日の出席率について、せっかくこれだけの対応をしているのに、たった

3～4 人程度ということで、広報の手法等に問題があったのではないか。

我々の地区には健連協やコミュニティスクールもあるので、そちらの役員

等にも声かけをしたら、20人程度は出席を見込めたのではないか。今後地

域の皆さんと一緒に考えていきたいということだが、この参加者数だとそ

うはならないのではないか。今後はそういった部分も検討していただきた

い。 

【市教委】 ○全くおっしゃるとおりで、周知の仕方等が不十分だったと感じます。周知

については、あらゆるものを使いながら、私たちとしても今回一回で終わ

るつもりはありませんので、今後ご意見いただいたことも含めて周知をし

っかりした中で、議論を活発化させていきたいと考えています。 

【参加者】 ○配布資料について、紙の節約なのかもしれないが、4枚を 1枚にまとめて

しまうと高齢者にとっては見づらい。内容も小さい字が多いので、1枚ず

つ印刷してほしい。 

○クラス数の構成について、おそらく子どもの数が少ないほうが、先生にと

っては教育効果を上げやすく、密な指導をできるのではないか。小学校 6

年間と中学校 3年間を同じクラスで過ごすのではなく、2、3学級あれば 1

年ごとにクラス替えができて教育的な交流を増やすことができるのでは

ないか。クラスの人数を少なくしても、1年ごとにクラス編制を見直す等

で、今ある課題をいくつか解消できるのではないか。 

【市教委】 ○資料については、メインをスクリーンで提示しており、配布物は補助的な

意味合いとして今回このような形をとらせていただきましたが、補足資料

として今より見やすい形にした方がより丁寧な対応になるということで、

参考として今後の資料作りにつなげていきたいと思います。 

○クラスの人数のことに関しましては、皆様いろいろな考えがあり、今おっ

しゃられた意見のような考えも当然あるかと思いますし、一方で、そうで

別記様式(第 3条関係) 



北広島団地第 3住区・第 4住区合同地域意見交換会概要 
 

- 2 - 

 

はない考え方もあると認識していますので、こうした議論を積み重ねてい

きながら、ある程度の方向性を次回以降出していく必要があると考えてお

りますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

【参加者】 〇通学時間と距離について、我々は小学校も中学校も一里（約 4km※）ほど

歩いて登校していた。当時は自家用車やスクールバスといったものはな

く、現在 88 歳になるが、今も健康でいられるのは、一里を毎日往復した

ことも影響しているのではないかと思っている。そういったこともあり、

車やスクールバスでの送り迎えでなく、2km程度であれば歩いてもいいの

ではないかと考える。 

【市教委】 ○北広島市の中で、子どもの通学距離はどれくらいが妥当なのかという議論

を今までしてこなかったということがあり、国では、小学生であれば 4km

以内、中学生であれば 6km以内の片道 1時間程度ということで上限を設け

ています。そういった議論が今まで市ではなかったため、そういったこと

を含めて、現在審議会で議論を行っているということです。 

【参加者】 ○ボールパークの近くに道立高校があるが、世界中見ても、ボールパークの

中に学校があるところはなく、施設も 45 年程度経っており老朽化が進ん

でいる。そういった事情もあるので、高校は移転をして、学校とボールパ

ークを切り離していった方が良いのではという意見も聞こえてくるので、

道立ということで市が関与できない部分もあるかと思うが、考えを伺いた

い。 

【市教委】 〇おっしゃるとおり道立高校ということで、北海道教育委員会の管轄になる

ため、道教委と意見交換をする機会があれば、そうした意見も伝えていき

たいと思います。 

【企画財政部】 ○ボールパークがあることで学校にどのような影響が出るのかという懸念

と、あることでどのように子どもたちにプラスに働くのかという両面があ

り、にぎやかな施設が来るので勉強ができないという考え方から、高校や

保護者も含めて、あることの価値をどうやってここに生かそうかという考

えも出てきています。一方で、今のようなご懸念も出ています。そのため、

将来的な建物の耐用年数と学校の在り方とを複合的に考えていく必要が

あると思っています。当面は移転の予定はありませんが、どういうふうに

これから 5 年後、10 年後の学校のあり方やまちづくりを考えていくかと

いうことに関しては、今のご意見も反映されていく可能性もあるかと思い

ます。一時の、隣にそういった施設ができ、うるさくて勉強ができないと

いう意見から、明らかに学校の生徒会や子どもたちの考えが変わっていま

す。先日、高校生が自ら発案して地域に部活動を公開し、小さな子どもた

ちを高校に呼ぶといったあの場所ならではの活動も初めて始まりました

ので、そういったことも含めて、今後議論していきたいと思います。 

【参加者】 ○新しい試みとしてそういったことが行われているということも含めて、い

ろいろなご意見があるということで検討していっていただければと思い
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ます。 

 

※市教委補足 

 

 

５ 閉  会 

 

 


